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令和 6 年１０月発行 

 

第 5４号 

発行人:白石あつし後援会 
〒319-1221 日立市大みか町1-27-9 

（日立産業制御ソリューションズ労組内） 

Tel：0294-52-9811 

ニ ュ ー ス 

白石 敦 
 

日頃からのご支援とご指導に心より感謝申し上げます。 

今年は、全国各地で自然災害が多く発生した夏でした。日立市

には、大きな被害はありませんでしたが、引き続き、災害に強い

まちづくりを進めてまいります。 

また、今年の夏は、真夏日が続いたため、市内６か所の海水浴

場には、市内外から多くの方々が来場されるとともに、各地域で

開催されたお祭りにも、多くの方々でにぎわいました。 

今後とも、まちの活性化に取り組んでまいりますので、ご指導

をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

北部消防署の整備事業について 

 

11月17日（日） ひたちシーサイドマラソン2024が開催されます 
 

 

ひたちシーサイドマラソン2024の開催に伴い、一部交通規制がありますので、

交通規制箇所の詳しい時間などは、大会ホームページをご確認ください。 

ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

北部消防署は、建設から４０年以上が

経過し、老朽化が著しいため、現在の場所

から移転・整備を進めています。 

整備にあたっては、整備予定地が小学

校に隣接しているため、スクールゾーン

に配慮した車両の出動動線にするととも

に、消防職員の技術向上を図るため、訓練

塔も整備します。完成は、令和８年３月を

予定しています。 ▲ 庁舎棟イメージ 

▲ 整備予定地 ▲ 訓練塔イメージ 
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令和５年度の決算が認定されました 

令和６年 第３回定例会開催 
 

令和６年度 一般会計補正予算が可決されました。 
 

令和６年第３回（９月）定例会が、９月５日から３０日まで開催されました。 

定例会報告 
 

一般会計予算が10億7,330万円追加補正されました。主な事業は以下の通りです。 

 
■ 本庁舎災害復旧事業 

・・・・・（3億7,150万円） 

◆令和５年台風１３号の影響によ

り被害を受けた本庁舎の電源設

備の復旧工事を行う 
 

■ 治水対策事業・・・・・・・・（3,540万円） 

◆数沢川等の治水対策工事に係る

詳細設計を行う 
 

 

 

■ 地域医療体制確保事業・・・・（700万円） 

◆診療所の新規開業等の件数増加

に伴い、開業等奨励金を増額 

■ 生活環境対策事業・・・・・・・（300万円） 

◆飼い主のいない猫の増加防止対

策として地域猫活動を支援 
 

 

 

■ 久慈サンピア日立等運営経費・・（210 万円） 

◆貸出用自転車（Ｅバイク）の倉

庫設置にあたり、利用者の利便

性向上を図るための工事費 
 

 

 

■ その他・・・・・・・・・（6億 5,430 万円） 

◆市税等過誤納還付金 

◆生活保護支給事務経費 他 

令和5年度の一般会計は、歳入が820億9,796万円（前年度比0.4％減）、歳出が781億4,226

万円（前年度比0.4％増）となりました。主な要因として、歳入では国庫支出金や市債の減少、歳出

では物価高騰対策給付金などの給付事業による扶助費の増加が挙げられます。 

【歳入】 【歳出】 

物件費 

(19.5％)  

補助費 

(7.2％)  

繰出金 

(8.6％)  

投資的経費 

(11.1％)  

その他 

(4.0％)  

義務的経費 

(49.6％)  

地方交付税 

(10.5％)  

国庫支出金 

(17.4％) 県支出金 

(5.4％)  

繰入金 

(6.5％) 

市債 

(4.4％)  

その他 

(21.6％)  

市税(34.2％)  

【用語の解説】 

義務的経費とは … 人件費＋扶助費（高齢者や障がい者などの生活支援）＋公債費（市の借金の返済） 

投資的経費とは … 普通建設事業費（道路や学校などの建設）＋災害復旧事業費 

～ 決算審査特別委員会から市への要望 ～ 
 

 

●防災・防犯情報の効果的な発信 

●高齢者の就業機会の更なる充実 

●雇用センター多賀における事業の検討 

 

●住政策における宅地造成の促進 

●日立シビックセンター１階フリースペースの 

効果的な活用 
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９月９日と１０日に行われた一般質問の一部を抜粋して紹介します。 

 

１． 交流センター等の施設予約の利便性向上について 
 

【質問】交流センターには、会議室や体育館などがあり、各種会合やサークル活動などで多くの方

に利用されているが、利用する際は、電話で仮予約をしたのち、交流センターに出向いて申請書を

提出しなければならない。利用者の負担軽減を図るため、オンライン化すべきではないか。                                      

 
【生活環境部長】現在は、交流センターにおいて、利用者に紙ベースの申請書での手続きをお願い
しているが、利用者だけでなく、交流センターの職員についても、手書きで台帳や案内板を記入す
る必要があるため、負担になっているものと認識している。そのため、県が運用している施設予約
システムの導入について、検討しているところであるが、本システムは、新しいシステムに更新さ
れる予定であるため、切り替わる時期に導入することとしたい。 
 

 

２． Ｈｉタッチらんど・ハレニコ！の利便性向上について 
 

【質問】屋内型子どもの遊び場 Ｈｉタッチらんど・ハレニコ！は、１回あたり定員２５０名で９０

分の１日４クールの入れ替え制で運営しているが、満員の際は、次のクールまで約２時間待たされ

るため、ホームページから予約や空き状況確認ができるよう利便性向上を図るべきではないか。                                        

 
【産業経済部長】Ｈｉタッチらんど・ハレニコ！は、年間約１４万人の利
用があり、週末や夏休みなどの特に利用者が多い際には、入場制限を行い、
次のクールまで待っていただいている状況もある。利用者からは、予約や
空き状況の情報発信を求める声があるため、一定割合で当日の入場枠を残
すなど、スマートフォンの操作が苦手な方にも配慮した具体策について、
施設運営者と検討を進め、利便性向上に努めていく。 
 

３． 旧中里小学校を活用した地域の活性化について 
 

【質問】閉校になった旧中里小学校は、いまだに活用方法が決まっていないが、中里地区からは、地

域産業の活性化や生活利便性の確保のための活用が求められている。地域産業である農業体験のほ

か、農産物の加工や日用品の販売などができる複合型施設に整備してはどうか。                                      

 
【教育部長】中里地区の方にとって旧中里小学校は、かつて学校生活を送った思い出が詰まった特
別な場所であり、貴重な財産である。現在は、農産物加工販売施設や間伐材保管施設などの活用の
可能性を庁内で検討しているところであり、今後は、市の事業での活用のほか、民間事業者などの
ニーズ把握や地域の声を伺いながら、中里地区の振興に有効な活用策を検討する必要がある。引き
続き、複合型施設の整備を含め、運営の持続性などの課題を整理した上で総合的に検討していく。 

 

 

会派「民主クラブ」の一般質問について 

市の土地を県に売り払います 

▲ 位置図 

茨城県は、茨城港常陸那珂港区、および日立港区への

アクセス向上や物流の効率化を図るため、慢性的な交

通渋滞が発生している久慈大橋を架け替えて、４車線

に拡幅する「国道２４５号 久慈大橋架け替え事業」を

進めています。 

このたび、日立市は、その事業用地として、市が所有

している留町地内の土地（約6,000㎡）を茨城県に売り

払うことになりました。 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご家庭で使い終わった食用油（廃食用油）を回収しています 

 

活 動 報 告 

【７月】 
・久慈川水系一斉クリーン作戦 

・坂下地区自主防災訓練 

・エコフェスひたち２０２４ 

・日立港まつり 

 

【８月】 
・ひたち河原子花火大会 

・日高おんもさ祭り 

・山部地区盆踊り大会 

・8.15平和集会および平和行進 

 

【９月】 
・日立市議会 第３回定例会 
（９月５日～９月３０日） 

・日立市美術展 

・よかっぺまつり 

・市民生活安全フェスティバル 

・野外体験隊ｉｎかみすわ 

ト ピ ッ ク ス 

●日立港まつり 

７月２８日、地元事業所による

イベントコーナーや山車巡行・神

輿渡御のほか、海上保安庁巡視船

｢あかぎ｣の一般公開などがあり、

多くの人でにぎわいました。 

また、夜には花火が打ち上げら

れ、真夏の夜空が彩られました。 

●8.15平和集会および平和行進 

毎年、終戦記念日の８月１５日

に悲惨な戦争を風化させないよう

平和の尊さを訴える平和集会およ

び平和行進が行われています。 

今年も浅野衆議院議員と齋藤県

議会議員と一緒に参加しました。 

市では、廃食用油を各交流センターで回収して、石けんや塗料などへの資源化に取り組んで

いましたが、本年６月からは「日立市の廃食用油で飛行機を飛ばそう！」というキャッチ 

フレーズのもと、回収した廃食用油を航空燃料「ＳＡＦ※」として資源化する取り組みを始めま

した。廃食用油が飛行機を飛ばすための貴重な資源になりますので、回収にご協力ください。 

なお、回収は、菜種油やオリーブ油などの植物性油のみを対象にしています。 

廃食用油の出し方 

廃食用油は、空のペットボトル 

に入れて、必ずキャップを閉め、 

最寄りの交流センターの回収 

ボックスに入れてください。 

※ＳＡＦ(Sustainable Aviation Fuel)は、従来の石油由来の燃料

と同等の性能を持ちながら、二酸化炭素の排出量を約60～80％ 

削減できる持続可能な航空燃料です。 


